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日伯戦略的経済パートナーシップ賢人会議は、日本とブラジルが関係する共通の懸念と特別な課題

に焦点を絞り、両国政府の首脳に対して提言を行うべく発足した両国経済界の有識者による会議体

である。この会議体は、両国間の戦略的経済パートナーシップ、より緊密な経済関係を推進するこ

とを目的として、2007 年以降定期的に会合を開催してきた。 

 

本年は、去る 7 月 8 日に第 10 回会合をオンラインにて開催し、「持続可能な将来に向けた協力と変

化の時代におけるパートナーシップ」との表題のもと、「環境・気候変動・カーボンニュートラルな

どの分野に於ける協力」、「昨今の世界情勢の変化に呼応した新たな日伯連携の方向性」、「日伯両国

間の連携に関わる基本課題への対応」との 3つのテーマに関し、各メンバーの意見・提案が語られ、

両国の連携の在り方につき議論した。 

 

1 つ目のテーマである「環境・気候変動・カーボンニュートラルなどの分野に於ける協力」は、昨年

9月に開催した特別会合に於いても議論したテーマである。その際は、日伯両国の産業界がお互いの

強みを総合することにより、それぞれの国に於ける目標達成に留まらず、地球規模でのカーボンニ

ュートラル達成・加速化に寄与することが可能であり、その具体的取組みの特定・推進が重要であ

るとの結論に至った。それから約 10 か月経った今回の会合に於いては、そのような両国間の具体的

取組の重要性が一層増していることを改めて確認するとともに、各メンバーより次の指摘・提案が

なされた。 

 

 全産業に於ける取組や複数の選択肢を持つことの重要性 

 総ての工業製品に関し、その製造段階のみならず使用や廃棄、また製造に供されるエネルギー

源など、製品のライフサイクル総てのプロセスに於いて、CO2 排出を実質ゼロとすること 

 電力の再生エネルギー化の更なる推進 

 水の電解やバイオエタノールからの水素生産技術の改良と活用 

 ディーゼル車の水素車への置換えやバイオディーゼルの更なる活用 

 鉄鉱石採掘や製鉄プロセスに於ける低炭素化の更なる促進と技術連携 

 再生エネルギー由来のアンモニアの活用による肥料・農業の脱炭素化促進 

 衛星データ・地上センサーを活用した森林火災・森林破壊防止の取組 

 ブラジル産バイオエタノール、バイオガスの活用拡大と、第二世代バイオエタノールの生産技

術開発促進 

 日本が提唱する Joint Credit Mechanism をはじめとするカーボンクレジット取引に関する仕組

の整備や、CO2 排出技術提供に関する二国間協定の促進 

 気候変動対応・脱炭素の取組に対するファイナンス支援の重要性 

 ブラジル・エネルギー産業の民営化を通じた再生エネルギー事業の更なる促進 

 畜産業に於ける水資源利用削減の促進 

 環境関連技術開発に於ける日伯研究機関・大学の連携促進 

 



2 つ目のテーマである「昨今の世界情勢の変化に呼応した新たな日伯連携の方向性」は、この 2年間

猛威を振るった COVID-19 の脅威が徐々に収まりつつある一方で、ロシアによるウクライナ侵攻によ

り、エネルギーや食料といった基本物資の流通に世界的規模での影響が生じ、需給バランスや価格

の大幅な変動が見られる中、日伯産業界が何をすべきか、如何なる連携が重要かを問うものである。

基本物資のサプライチェーンリスクは、COVID-19 パンデミックを通じてその重要性が顕在化し、更

にロシアによるウクライナ侵攻により一層悪化、斯かるチェーンの世界規模での強靭化・多様化の

必要性が再認識された。このような状況下、日本とブラジルが基本物資の安定的な需給・調達に関

する課題をともに解決すべく、相互の連携・協力の可能性につき英知を絞ることが重要であり、そ

れが両国産業界にとって、サプライチェーンリスクへの対応策・解決策の一つとなるだけでなく、

それぞれにとっての新たな事業機会になることも期待される。それらの状況・観点を踏まえ、各メ

ンバーからは、次の指摘・提案がなされた。 

 

 安全性を大前提としつつ、エネルギー安全保障、経済効率性、環境適合性の三つをバランスよ

く実現することの重要性 

 エネルギーの安全保障のみならず、食糧や医療など、様々な物資・分野に於ける具体策立案・実

行の重要性 

 ブラジルでの食糧生産の更なる増強と、ブラジル農業生産者への日本からの金融・クレジット

面での支援可能性の検討 

 バナジウムなどロシアを主産出国とする希少金属のブラジルでの生産開発と日本からの投資促

進 

 農産物・肥料・農業資材の輸送・備蓄に関するブラジル国内インフラ整備増強に向けての日本

からの更なる事業投資・ファイナンス支援 

 バイオエタノールなど多様なエネルギー源活用によるサプライチェーンリスクの低減 

 

最後の「日伯両国間の連携に関わる基本課題への対応」とのテーマは、前述の 2 テーマに関する日

伯間の連携、具体的な取組を促進するにあたり、解決・改善が必要な日伯間の基本課題が何かを議

論するものである。この点に関しては、かねてから本会議が主張している日本メルコスール EPA の

締結促進や、複雑な税制などブラジルに対する外国投資にとって負担となる制度の改革、所謂ブラ

ジルコストの解消に加え、バイオ燃料や砂糖の輸入に関する日本の規制など、ブラジル製品の日本

市場参入に関わる障壁の解消など、両国の経済連携の深化・高度化に不可欠な基本課題の解決が互

いに必要であることが指摘された。 

 

賢人会議として今回会合で確認された日伯間の連携の在り方や方向性に関し、それぞれの産業界に

於いて、引続きより具体的な取組・方策の立案・実行に注力するとともに、両国政府には、日本メル

コスール EPA 締結をはじめとし、これら産業界の取組実行の円滑化に資するビジネス環境の整備と

支援につき要請したい。 
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